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掛川市教育委員会定例会議事録 
会 議 名 令和５年11月掛川市教育委員会定例会 

場  所 掛川市役所南館 会議室 

開催日時 令和５年11月22日（水） 午前10時から午前11時46分まで 

出 席 者 教育長       佐藤嘉晃 

教育長職務代理者  戸塚忠治 

委員        橋山鈴代 

委員        馨 敏郎 

委員        田辺エミ 

教育部長           山梨 実 

こども希望部長        沢崎知加子 

教育政策課長         尾崎和宏 

こども給食課長        高塚茂樹 

学校教育課長         小関昌典 

図書館長           後藤晶子 

こども希望課長        石田梨江子 

教育部政策官         鈴木知子 

 

１ 協議事項 

(1) 令和５年11月補正予算（案）について （教育部） 

(2) 原野谷学園における学校再編の推進について （教育政策課） 

 

２ 報告事項 

(1) 掛川市学校ネットパトロールの結果報告について（10月） (教育政策課)  

(2) 掛川市教育委員会公認地域クラブの一覧について （教育政策課） 

(3) 令和５年11月の給食まんてん便り及び献立表について （こども給食課） 

(4) 掛川市内小中学校のあらわれについて （学校教育課） 

(5) 掛川市内小中学校のあらわれについて【非公開】 (学校教育課)  

(6) 図書館だより（令和５年11月号）及びえ（ほ）んむすびについて (図書館)  

(7) 「こどもとしょかんまつり2023」開催報告について (図書館)  

(8) 令和５年度特別支援を要する子の状況【非公開】 （こども希望課） 

 

１ 開 会  

 

教育長：  

それでは、教育委員会の11月定例会を開会いたします。 

本日の議題は、協議事項２件、報告事項８件ございます。 

報告事項(５)、（８）については、非公開といたします。 

それでは、次第に沿って順次進めてまいります。 

 

２ 教育委員会10月定例会議事録の承認について 

 

   意見はなく、承認された。 

 

３ 事務報告及び行事予定報告 

 

教育部長から事務報告及び行事予定について、主な事項の説明があった。 

 

４ 協議事項 

 

(1) 令和５年11月補正予算（案）について 
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教育部長から協議資料１のとおり説明があった。 

 

委員 トイレの改修は小学校12校と中学校５校ということですが、年度によって他のとこ

ろも改修していくのですか。 

 

教育政策課長 やりやすいところとやりにくいところがあるので、どの様な改修が可能かと

いうことを今年調査して、令和６年度と７年度でできるだけ実施して、改修率を 70%に

する予定です。この改修で、ほぼ子供たちが使うところは洋式になる予定です。今まで

は床をドライのタイプに変えてブースも洋式用に改修してということだったのですけど、

ブースも洋式便器が入るなら既存のままでということで、とにかく数を増やすことが最

優先事項としてやるための設計ということになります。ですので、施工個所は設計がで

きないと言えないということです。今回の改修は改修率を上げることを最優先としてや

る形です。 

 

委員 トイレ洋式化でシャワートイレになりますか。 

 

教育部長 その予定はありません。トイレをきれいにするということより、洋式の数を増や

すことを優先としています。普通教室の前にあるトイレと、体育館で最低１箇所、外で

１箇所と積み上げていくと洋式化率70%ぐらいということになります。先ほど申し上げ

たように、やれるところとやれないところが正直あり、例えば、西山口小学校のトイレ

は本当に狭くて、三つを二つにするとか、四つを三つにするということもやっていかな

いといけないので、なかなか難しいところもあります。今回はできるだけ数を増やすと

ころが目標なので、綺麗にするとか快適にするというところまでは至らないと思います。

また、再編計画ができましたので、長く使うところとそうでないところでメリハリをつ

けていくことになるのではと思います。 

 

委員 70％という数字だけだと今の情報がわからないと思いますので、保護者へPRをして

いただいてもいいのではないかと思います。親御さんも知りたいところだと思います。 

 

教育政策課長 ある程度決まった学校ごとにでもお知らせできるかなというところですけど、

今のところだと、やります、どこをと聞かれても、それを調べていますという言い方に

なってしまうと思っています。 

 

委員 はい、わかりました。 

 

委員 洋式になって混み具合というか、授業の合間でトイレに間に合うのかと思います。今

は授業中でも自由に行っていいという雰囲気はあると思うのですけど、大きい学校など

は、トイレ間に合うのか 1 年生は少し心配です。 

 

教育政策課長 学校の意見だけを聞くわけではないですけど、その辺を学校に聞きながら進

めるしかないと思います。ある程度ブースを大きくした方がいいのか、数を減らさず、

狭いけど何と施工する方がいいのかは、一旦施工計画が出た後に学校と協議をさせてい

ただいて決めようと思っています。 

 

教育長 トイレは休み時間に限らず授業が始まってからでも行きたければ行くというのが基



- 3 - 

 

本となっていますので、大丈夫かと思います。 

 

委員 シャワートイレについては、例えばトイレットペーパーの使用量がずいぶん変わった

り、衛生的であるので、次に作るところにはいいものを入れるということも考えてもら

いたいと思います。 

 

承認された。 

 

(2) 原野谷学園における学校再編の推進について 

教育政策長から協議資料２のとおり説明があった。 

 

教育長 もう少し補足をさせていただきますと、この新しい学園は掛川市では初めての小中

一貫校となります。これまで地域検討委員会の中でお話をさせていただいていますが、

やはり特色のある学校ということを地域も望んでいます。学区の弾力化や、今風の教育

というと、この前の塩見先生のお話もありましたが、イエナプラン教育とかモンテッソ

ーリ教育があります。今のところ原野谷学園の三つの学校ではイエナプラン教育につい

て研究を進めるということで校長先生とも話をしていますし、来年度から指定研究に入

り、3年間いろいろなイエナプラン教育を実践的に研究していくということになります。  

併せて国の特区が取れれば、さらに拡大した実践研究となるかと思いますが、その辺は

まだ不明です。いずれにしても、特色ある学園作りということで、地域の第１回の検討

委員会の挨拶で私もお願いさせてもらいました。差別化するわけではないですが、これ

まで学園化構想を平成25年から進めてきて中学校区ごと何々学園ということで進めて

きました。今度新しい小中一貫校となるわけですので、さらに一歩発展した学園という

ことで、地域には私の私案として、「学舎」だとか、磐田市は「学府」という言い方を

されていますけれども、その辺のこともまた事務局と教育委員会の方で協議をしていき

ますよという説明をさせてもらいました。新しい学園作りに対する期待を事務局と地元

の方が一緒に持って同じ方向で進んでいけたらと思います。また、学舎とか名前につい

ては委員の皆さんからもご意見いただければと思っています。 

 

委員 このタイミングでスムーズに進んだように聞こえましたけれども、一部の方でも反対

意見というのはあるとは思うのですが、細かなところではどのような様子だったのでし

ょうか。 

 

教育政策課長 新聞の記者が興味を持ったのが、若い世代が外へ出てしまうから原田地区が

このままだとジリ貧になってしまって、統合を進めてほしいという判断を地区自らした

というところがあります。おそらく個別には反対の方がいらっしゃると思うのですけど

も、直接絶対に認めないという話はほぼ聞いたことがないということです。ただ位置に

関しては、原野谷中の位置がいいのか原谷小に近い方がいいのか、それとも新たな場所

がいいのかとそれぞれいろいろな考えをお持ちの方がいらっしゃるとは、聞いたことあ

りますが、原谷学園においては、明確な反対は聞かないです。掛川市全体としてもかな

り声が小さいです。他の市は全体計画を出すと、反対の声が上がって学校ごとの個別対

応をしているというような市が多い中、掛川市は全体計画への反対がほぼ出てきません。

皆さん状況をわかっていただいて、今はこうせざるを得ないよねというようなところで

考えていただけていると思います。小学校の跡地はどうするのだという、一足飛びの話

が出てくるぐらいのところもありますので、地区によっては当然学校の場所を死守した
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いと考えている所があるのは当然承知をしておりますが、全体として再編の中で、どう

していくかというところを考えていただけているということです。 

 

教育部長 若干補足しますと、日坂小も複式学級になりそうで統合の検討が必要な状況です。

日坂は地区の方で検討委員会を立ち上げて、話も既に始めています。日坂は地元主導で

やりたいということで、我々は呼ばれて参加するというスタンスです。今後 1 年かけて、

結論を出していくということですが、そちらについても、統合のことでは絶対反対で来

るなという感じではなく、一緒にどうしていこうということで検討に入っています。そ

ういう意味では市民の皆さんの学校のあり方に対する意識が、昔と若干変わってきて、

子供のよりよい教育環境を維持するにはどうするかという視点で検討していただいてい

ると感じています。ですので、原野谷も統合については、地元から進めてくださいとい

う要望も出ていますし、日坂の方も地元主導で決めるからということでオブザーバーと

いう形になっています。統廃合の話がでると反対という記事をご覧になることも多いと

思いますが、掛川市はそういう雰囲気のところはないです。本当にありがたいことで、

あの市民意見交換会を開催したのが良かったのかなと思います。 

 

委員 令和７年から原田小学校が原谷小に編入により統合するという情報は、一般市民に出

して大丈夫なのですか。 

 

教育政策課長 次の日15日に中日新聞と静岡新聞で確認しています。これから小学校へ上

がる全ての保護者ではないですが、集まっていただいたこども園の保護者の方ともお話

をしていますので、聞いていないということはおそらくないと思っています。 

 

委員 他地区が、日坂、東山口、城東とか、ずいぶん早いなと思われる方もいるのではない

かと思います。それはそれでいいことですが、地元から統合や再編の要望があってのこ

とだということも伝えていかないと、市の方で勝手にどんどん進められたと思われても

いけないと思います。スムーズにいき過ぎているので、そこは少し懸念するところで

す。 

 

教育長 城東学園の方も足踏みしていましたが、統合へという方向に変わりつつあるようで

す。原野谷学園と同じように、おそらく小中一貫校を作るようにという要望が市長のと

ころへ出てくるのではないかと思います。スピード感がだいぶ数年前と変わってきたと

思いますし、これが全体的に広がっていくように期待しているところです。といって、

予算の都合ですぐになかなかできないところもありますので、計画で示した形でいきた

いと思っています。 

 

委員 一貫校にはスクールバスで行くようになるのですか。 

 

教育政策課長 基準を今後決めていきます。子供たちがどこに多いかというところも含めて、

どういう路線を通すか今委託をかけています。 

 

委員 これから原谷小に原田小の子たちが通うときもスクールバスですか。 

 

教育政策課長 そうならざるを得ないです。 
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委員 今後、原野谷中はどんどん減っていくということもありますね。 

 

教育政策課長 はい。それもありますので、地域振興政策がどうなるかということあります

し、教育長からもイエナの話が出ていますので、学年とすると減ってきますが、年齢構

成の縦軸としての交流を増やしていくような新しい教育方法が確立できれば、ある程度

単学級になったとしても、克服できていくのではないかと考えています。単学級になっ

てしまったからすぐやめなければならないということがない方法で考えていきます。た

だ、30年計画ですので、30年ぐらい経ったときにどうであるかというのは、その時考

えるべきではないかとは思います。原野谷中は耐用年数のため、どのみち建て替えをも

うすぐ行わないといけない学校ですので、いずれにしても建て替えを行うなら、最新の

形でというような方向で考えていきます。 

 

委員 公募型プロポーザルで、受託業者で地域計画建築研究所名古屋事務所とありますが、

どういったことをやるのですか。 

 

教育政策課長 磐田市の「ながふじ学府」それから「向陽」の基本構想を作成していますの

で、この辺の地域についてもよく熟知をしています。プロポーザルの前に現況をある程

度調査しているので、どういうような地形であるかということも把握していて市と協議

ができるので、かなり良い業者に入っていただいたと思っています。基本的には建築に

強い業者で、関西の方では、庁舎や大学、小学校中学校高校などの設計を手がけていま

す。ワークショップにも手慣れているようで業績の中ではそういうところも入っていま

す。 

 

教育長 そういう意味で施設も新しいけれども、やはり中身も新しい時代の教育、未来の教

室へと変えていくというのが、我々の責務と思います。そういう意味で新しい学校が走

り出す頃には、色々な市民の声も聞こえてくるのではと思います。中には原野谷学園で

学びたい、新しい教育で学びたいという親御さんも出てくる可能性もあります。その場

合は学区の弾力化ということも必要だと思います。 

 

承認された。 

 

５ 報告事項 

 

(1) 掛川市学校ネットパトロールの結果報告について（10月） 

教育政策課長から報告資料１のとおり報告があった。 

 

(2) 掛川市教育委員会公認地域クラブの一覧について 

教育政策課長から報告資料２のとおり報告があった。 

 

教育長 サッカーの話をされていましたけれども、南部の大須賀中、大浜中、城東中にサッ

カー部がないということで、南部にサッカーのクラブチームをスポーツ協会の支援の元

に作っていく考えです。今後、中体連の大会に出場できるできないとは別に、菊川市と

御前崎市にサッカー部の数が少なく受け皿がないということもありますので、スポーツ

庁が言われているように、市で縛るのではなく広域に子供を受け入れられるような体制

で地域移行を進める、子供が行きたいというところがあれば、基本的には市をまたいで
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も問題なく受け入れる方向でさらに進めていければと思っています。 

 

委員 富士市で開催された教育委員会の研修会に出席して、県教育委員会から今このように

進めていますという話がありました。その中で、掛川市も水泳を合同で実施したという

ことで、すごく良かったという説明でした。ただ、今後地域部活としてクラブ化して進

めていくときに続けますかというアンケートでは、７割の方が続けたい、３割の方が無

理かなという答えがあったということでしたが、その３割の方がどういう理由で続けら

れないと思ったのか、可能であれば教えて頂けますか。また、北中にバレーボール部が

あったのですが、部員が１名しかいないということで、その子は休部という形で何に参

加しているのかわからないのですが、掛川市は今のバレーボール部というのが、どのよ

うな状況なのかお聞きしたいです。 

 

教育政策課長 水泳の方ですが、元々、中学校の水泳部や他の部活に所属していて、ちょっ

と試しにやってみたという子もいまして、水泳部を続けるかと言われたときに、元々所

属している部活があるのでそちらでという子もいますので、必ずしも継続しないが多い

というわけではないです。それと、やはり夜間の移動と、練習のレベルが合わないとい

うこと、比較的競技志向の子は残って、楽しくやりたい子が抜けたということがありま

す。どれが主と言われるとなかなか難しいですが、関係者から聞く話ではそのような話

です。北中の男子バレーボール部の件ですが、代が変わって３人になってしまい、１人

は別のクラブに行き、１人は完全にやめてしまい、もう１人は北中の他の部活へ転部し

たということです。 

 

教育長 他にお金の問題とか南部のバドミントンがダメだったというのはありましたか。 

 

教育政策課長 まだ分析中ですが、時期が悪かったのか、広報の仕方が悪かったのか、アン

ケートには「希望する」と書いているのですが、実際やるほどでもなかったかどうかと

いうのが特定できていません。明確にお金ということはないと考えています。お子さん

をお持ちの方は習い事と思えばという前提条件がつくことが意外と多いですし、会費が

高いか安いかは今後出てくるとは思います。 

 

教育長 いろいろクラブの中でも検討していますので、まだ流動的に変わってくるかと思い

ます。入学説明会の中でチラシを出していると思いますが、固まったところで金額まで

一覧で出して行くことになると思います。 

 

教育部長 ホームページに出しているのは、公認地域クラブで、独自に運営していらっしゃ

る方で、会費はばらばらです。月 2000 円程度のところから 6000円ぐらいのところまで

幅があります。入学説明会で説明させていただいているのは、市の公認地域クラブです。

お手持ちの資料の中には、競技団体と協議を行っていまして、野球だったら月大体いく

らぐらい、ソフトボールでいくらぐらいというように競技ごとに今このくらいで検討し

ていますという数字を載せさせていただいております。 

 

教育長 総合スポーツの方は冊子で出ています。それに準じて多分金額も決められてほぼ固

まってきたところで、公にはしていると思いますが、細かいところはわかりません。 

 

委員 バレーボールは、女子は維持できていて、男子が少ないように思います。 
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教育長 男子のバレーボールの希望は少ないです。バレーボール協会もバレーボールの魅力

を子供たちに伝えていくというところですが、バドミントンとかサッカーにどんどん流

れてしまっている状況なので、協会としても啓発を進めていると伺っています。部とし

て成り立たないところは、合同部活と言っています。静岡市ではエリア部活という言い

方をしていますが、合同部活は両校が納得しないと成り立たないですね。また、合同部

活は大変だからクラブがあるならそちらへ行きなさいという親御さんも出てくるのでは

ないかと思います。この期間というのは流動的になっていくのではと思います。 

 

 

(3) 令和５年11月の給食まんてん便り及び献立表について 

こども給食課長から報告資料３のとおり報告があった。 

 

(4) 掛川市内小中学校のあらわれについて 

学校教育課長から報告資料４のとおり報告があった。 

 

(5) 掛川市内小中学校のあらわれについて【非公開】 

学校教育課長から報告資料５（非公開）のとおり報告があった。 

 

委員 スクールロイヤーとはどういう方ですか。 

 

学校教育課長 県教育委員会が県の弁護士会に依頼をして、学校内における様々な問題を弁

護士さんに入っていただいて助言をいただくというシステムです。学校が相談したい場

合、申請書を出していただき、教育委員会教育事務所を通じて県に申請し、月 2 回、決

まった日に電話相談や直接静西教育事務所に出向いて、弁護士と話をする機会が基本的

にあります。担当する弁護士が毎回変わるので、同じ方に継続してというわけにいかな

いですが、弁護士の見解を伺って、学校としてきちんとした後ろ盾が持てるということ

で大変心強いシステムになっています。 

 

(6) 図書館だより（令和５年11月号）及びえ（ほ）んむすびについて 

図書館長から報告資料６のとおり報告があった。 

 

(7) 「こどもとしょかんまつり2023」開催報告について 

図書館長から報告資料７のとおり報告があった。 

 

(8) 令和５年度特別支援を要する子の状況【非公開】 

こども希望課長から資料８（非公開）のとおり報告があった。 

 

教育長 先日、城東こども園を訪問しましたが、その中で16人が外国籍の子供さんでした。

今も増加している状況です。今度、虹の架け橋を訪問しますが、やはり日本語が話せな

いと学校や園に入っても生活が困ってしまうということで、日本の生活指導をまず受け

てから、就学をしていくという方向です。虹の架け橋も現在いっぱいになっている状況

です。３市で負担金を出して進めていますが。もう少し広げていく必要があると思いま

す。それと特別支援を要する子供さんも増えています。教室が足らないというような施

設の方も影響が出てきています。今は不安材料がたくさんで、これは掛川市に限ったこ
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とではなく全国的にそういう傾向にあるということですので、状況を承知していただけ

ればと思います。 

 

委員 ４歳から５歳にかけて人数が増えているのは外国人を中心とした言葉のことだと思い

ますが、この医療関係も支援事例相談や療育を受けている人数が17人から40人と急に

増えています。この背景は何ですか。 

 

こども希望課長 検査の時期に寄るところです。学校に上がる小学校一年生になる前に５歳

時点で繋がった方がスムーズに入っていけるということを見ながら、４歳からの一斉検

査を受けて５歳から通級のお子さんもいらっしゃいますのでここで増えています。５歳

だから増えたというよりは検査の時期ということです。 

 

委員 わかりました。 

 

こども希望部長 言葉の教室には結構日本人のお子さんが多いです。今言葉に問題があるお

子さんが多くて、この言葉の教室に通うことによって改善されるお子さんもいます。言

葉のことで通級するところですが、発達が気になるお子さんも増えているので、グルー

プ指導や療育の関係の指導なども一緒に進めている状況です。 

 

委員 この子たちが、学習障害だったり運動障害だったり、結構相談が個々にあります。学

習障害という診断をしてくれるところがないので、結局本人が困っていても、特別な配

慮をしてもらえないということで、就学してからの保護者の悩みをよく聞くということ

があります。また、逮捕された中東遠総合医療センターの医師が発達を見てくださって

いる先生でしたが、今中東遠総合医療センターでも他の医院から先生が来るとは伺って

いますが、これから診断書が必要とか、病院にかかってお薬の服用が必要という医療に

ついて、保護者さんたちがすごく心配されています。このことについて、掛川市はどの

ようにしていくのでしょうか。 

 

こども希望部長 医師の補充は病院も考えているようです。確認したところ、お母さんたち

から直接病院にかかれないと困るというような相談は、こども希望部では聞いていない

のですが、福祉課の方では中東遠総合医療センターにかかっていた人や、他の方から診

断を受けたい時、検査を実施してくれるところはのびるーむとか他にもあるのですが、

診断をしてほしい時にしてくれる先生は、市内にはなくて、中東遠総合医療センターも

継続の子と紹介状がある子だけをみるということになっているので、市外の精神科の先

生とか小児科の先生のところにかかられているということです。いずれにしても、課題

だと思っていますで、何らかの対策はしっかりしていきたいと思います。 

 

 

７ 閉 会 

 

    教育長：教育委員会11月定例会を閉会します。 
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